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第1章　 緒 論

線状體竝 ニ淡蒼球 ヨリLuys氏 體ニ至ル神經纎維ニ關スル業績 ハ多數 ニシテ余モ亦前ニ聊カ

之ニ就テ愚見ヲ述ベタリ.之 ニ反 シテLuys氏 體 ヨリ淡蒼球及 ビ線状體 ニ至ル纎維 ニ關スル文

獻 ハ至テ少數 ナ リ.殊 ニ皆 悉クMarchi氏 法 ニ依 レルモノニ シテ,之 ヲNissl氏 法 ニ ヨ リテ證明

セルモノアル ヲ知 ラズ.

兩 側Luys氏 體 ノ連合纎維 ノ經 路 ニ就テハ種 々ノ説 ア リテ今 日未 ダ確定 セラ レ居 ラザ ルガ如

シ.即 チDejerine氏 ハForel氏 交 叉部 ニヨリテ連結 セラルルモノ トナ シ. Obersteiner,兒 玉

氏 等 ハ乳嘴體 上部連 合(Commissura supramamillaris)ニ 依 ルモノ トナ シ,佐 野氏 ハMeynert

氏 連 合 ヲ經 テ他側 ニ至ル モノナ リト主張 セリ.然 ル ニMonakow氏 ハ之 ニ反 シテLuys氏 體 ト

Meynert氏 連 合 トハ無關係 ナ リト説 ケ リ. Wilson氏 ハLuys氏 體 ヨリ出 ル纎維 ハMeynert氏

連合 ヲ通過 シテ反對側 ノ「レンス」核 ニ至 ル ト述 ベ居 レリ.

此 方面 ニ關 スル研 究 ノ一資料 トモナサ ンガタ メニ余 ハ以下述 ブルガ如 ク,一 方 ニハLuys氏

體 ヲ破壞 シテMarchi氏 法 ニヨ リテ其 變性纎維 ノ走行竝 ニ終止部 ヲ檢 シ,他 方 ニハ尾 状核,被

殼竝 ニ淡蒼球 ヲ各別 ニ破壞 シテNissl氏 法 ニヨ リテLuys氏 體 ノ細胞 ノ變性 ノ有無 ヲ精 査 セ リ.

第2章　 文 獻

1) Obersteiner氏 ニヨレバLuys氏 體 ノ腹方及ビForel氏 野H2ヨ リ腦脚足ヲ貫ク纎維アリ,之 ヲFibrae

 perforantesト 云 フト.此 纎維 ハロ方ニ於テ内嚢 ト淡蒼球 トノ間 ニ出デcapsulo-lenticulare Fasernニ 集合ス

ルコトハ確實ナ リト.

2) Luys氏 體 ノEigenfaserungハ 「レンス」核,黒 質ノ背方及ビ赤核 ノ腹部ニ至ル トMirto氏 ハ説ケリ.
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3)實 驗 的 及 ビ病 理解 剖 學 的檢 索 ノ結 果, Monakow氏 ハLuys氏 體 ハ神 經 節 細 胞 ノ軸 索 ハ大 部分 ハ腦 脚

足 部 ヲ貫 通 シ タ ル後,「 レ ン ス」核 ノ腹 部 ニ於 テ 線 状 體殊 ニ被 殼 ニ至 リテ 終止 ス ル モ ノナ リト論 述 セ リ.

4)其 他Sachs及 ビDejerine氏 等 ハsubthalamo-striare Fasernヲ 證 明 セ リ.

5)Dollken氏 ハ蹄 係 及 ビ其 中樞 性 連 結 ノ發 生 ノ状 態 ヲ種 々 ノ動 物 ニ就 テ 研 究 セ ル 結 果,猫 及 ビ家 兎 ニテ

ハLuys氏 體 ハ無 數 ノ纎 維 ヲ腦脚 足 ニ送 リ,幼 若 ノ家 兎 ニテ ハ 腦 脚 足 ノ ロ端 ノ外 側 ニ少 數 ノ有 髓 性 ノ纎 維 ア

リ,此 纎 維 ハ淡 蒼 球 ト被 殼 トノ間 ヲ ロ方 ニ走 リ次第 ニ微 細 トナ リ遂 ニ無 髓性 トナ リテ「レ ンス」核 ニ入 リ,外

髓 層 トシテ被 殼 ノ内 方 ニ進 入 ス.他 ノ 一部分 ハ髓 層 及 ビ淡 蒼 球 ヲ通 過 シテ 内嚢 ニ入 リテ 卵 圓 中心 ニ至 ル ト.

猶 ホ 氏 ハ猫 及 ビ家 兎 ニ於 テLuys氏 體 ヨ リ黒 質 ニ至 ル微 細 ナ ル有 髓 性 纎 維 ヲ證 明 セ リ.

6)兒 玉 氏 ハ全 長1.5cmヨ リ出生 時 マ デ ノ種 々 ノ大 サ ヲ有 ス ル人 間 ノ胎 兒 竝 ニ生 後 間 モ ナ キ モ ノ ヨ リ生

後11箇 月 マ デ ノ乳 兒 ノ多 數 ヲ材 料 トシテstriares Sytemノ 發育 ノ状 態 ヲ精 細 ニ研 究 セ ル結 果Luys氏 體 ハ

從 來 ノ所 説 ノ如 キ單 一 ナ ル構 造 ヲ有 スル モ ノニ ア ラ ズ シテ,大 細胞 ヲ有 ス ル内 方 部 ト小 細 胞 ヨ リナ ル外 方

部 ト ノ2部 ヨ リナ リ,外 方 部 ハ淡 蒼 球 ト主 ナル 關 係 ヲ有 シ,内 方 部 ハTuber cinereumト 關 係 ヲ有 シ且 連 合

纎維 ヲ他 側 ノ内方 部 ニ送 ル モ ノナ ル コ トヲ發見 セ リ.猶 ホ 氏 ハ 此連 合纎 維 ハ 乳嘴 體 上部 連 合 ノ腹 方 部 ヲ形

成 ス ル コ トヲ見 出 セ リ.

7) Dejerine, Vogt兩 氏 ニ ヨ レバ兩側 ノLuys氏 體 ハForel氏 交叉 ニ ヨ リテ結 合 セ ラ ル ト.

8) Obersteiner氏 ノ説 ニ ヨ レバ線 状 體 視 丘下 部纎 維 ノ總 ベテ ハLuys氏 體 ニ終 ラ ズ シテ 其 一 部分 ハLuys

氏體 ヨ リ出 ル纎維 ト共 ニ乳 嘴 體 上 部 連 合 ヲ經 テ 他 側 ノLuys氏 體 ニ至 ル ト.猶 ホ兩 側Luys氏 體 ノ腹 内 端 間

ニ視 丘 下 連 合 ノ一 部 分 ヲ形 成 ス ル廣 キ連 合 東 ア リト.

9)Monakow氏 ニヨ レバLuys氏 體 ハMeynert氏 連 合 トハ 無 關係 ナ リ ト.

10) Luys氏 體 ト視 路 トノ連 結,殊 ニMeynert氏 連 合 トノ連 結 ノ存 在 ヲDejerine氏 ハ 非 難 シ居 レ ドモ,

佐 野 氏 ハ 比較 解 剖 學 的 ノ見 地 ヨ リ其 存 在 ヲ疑 フ ノ餘 地 ナ シ ト述 ベ居 レ リ.

11) Wilson氏 モ亦Luys氏 體 ハMeynert氏 連 合 ニ ヨ リテ 反對 側 ノ 「レ ンス」核 ト連 結 セ ラレ 居 ル ナ ラ ン

ト説 ケ リ.

12) Jakob氏 ノ認 載 ニ ヨ レバNissl氏 法 ニ ヨ リテ 染 色 セル場 合 ニLuys氏 體 ノ神 經 節 細 胞 ハ三 角 形 又 ハ

橢 圓 形状 ヲ呈 ス レ ドモ,大 抵 ハ 多 角形 ヲナ シ,其 中央 ニ大 ナ ル核 ヲ有 シ,原 形 質 ハChromatinニ 富 ミ, Nissl

氏 顆 粒 ハ 中等 大 ニ シテ,細 胞 全 體 ハ淡 蒼 球 ノ細 胞 ヨ リモ少 シク小 ナ リ ト.

第3章　 自 家 實 驗

第1節　 實 驗 第1

Luys氏 體 ヨ リ淡蒼球竝 ニ線状 體 ニ至 ル纎維 ヲ檢 セ ンガタ メニ,本 實 驗ニ於 テハ右側Luys氏

體 ヲ破壞 シMarchi氏 法 ニヨ リテ其變性纎維 ノ分布状態 ヲ檢 セ リ.

試 驗動物ハ家兎ヲ用ヒ,手 術ハ前ニ報告セル術式ニヨリテ腦皮質 ヨリ器ヲ刺入 セリ.術 後21日 ニ生體固

定ヲナシ,法 ニヨリテ處理 シ,前 額斷 ノ切片ヲ作 レリ.

今標本 ヲ尾方ヨリ順次ロ方ニ向テ追跡スレバ次ノ如シ.
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1960 乾 三 郎

1)前 四疊體ノロ端ニテ黒質 ノロ方 ト尾方 トノ中間ノ斷面ニテハ右側Luys氏 體 ノ尾端ハ全 ク破壞セラ

レ此部ニハ大ナル物質缺損ヲ來 シ,同 時ニ内膝状體ノ腹方端モ僅ニ損傷ヲ被レリ,即 チWinkler, Potter兩

氏 ノ所謂内膝状體c核 ハ大部分破壞セラル.損 傷部ハ黒質 ノ外側 ニ達スレドモ黒質ハ少シモ損傷 ヲ被ラズ.

 Luys氏 體 ノ腹方ニアル腦脚足部ハLuys氏 體 ト共ニ一部分全ク缺損セリ.

此部分 ニ於ケル變性纎維ノ状態ヲ見ルニ,損 傷部ノ背内方ナル視丘下部ニ無數ノ稍々太キ變性纎維アリ

テ其一部分ハ内方ニ走 リテ赤核ノ腹方ニ分布 シ,他 ノ一部分ハ視丘ノLamina propria lateralisニ 沿 フテ

背方ニ行 キ前四疊體 ノ腹方ニ達ス.損 傷部 ノ背方,内 膝状體中ニモ亦無數 ノ變性纎維 アリ,殊 ニ損傷部ニ近

キa核 ノ部ニ著シクシテ,其 背方ナルb核 ニハ其數少シ.赤 核内ニハ散在セル少數 ノ稍々太キ變性纎維ア

ルヲ見ル.黒 質内ニモ微細ナル變性纎維アリテ不平等ニ散在セリ.即 チ損傷 ニ近キ部分ニ多クシテ内腹方

ニ至ルニ從テ減少シ黒質ノ内腹端ニハ殆 ド存在セズ.一 方損傷部ヨリ出ル變性纎維ハ内膝状體 ノ外方ヲ圍

繞セルRadiatio optica(視 放線)ニ 沿フテ背方ニ走 リ内膝状體 ノ背方ヨリ背内方ニ向テ前四疊體内ニ入ル.

此部分及 ビ之ヨリ少シク尾方ノ斷面ニテForel氏 交叉部ニ微細ナル變性纎維アリ,此 者ハ上記損傷部ヨ リ

出デテ赤核 ノ腹方ヲ通過 シテ來レルモノニシテForel氏 交叉ヲ經テ左側視丘下部ニ出デテLnys氏 體ニ入

ル,爲 ニ非術側Luys氏 體内ニハ多數 ノ變性纎維 ノ存スルヲ見ル.

2)少 シクロ方ニテ黒質及ビ内膝状體 ノロ端ノ高サニ至 レバ 内膝状體ノ内縁 ヲ垂直ニ下 レル線状ノ損傷

ア リテ,其 先端ハLuys氏 體 ノ部ニ於テ不正圓形ヲナセル物質缺損ヲ生ジ, Luys氏 體ハ全ク消失セ リ.同

時ニ其腹方ナル腦脚足モ少シク損傷ヲ被 レリ,然 レドモ黒質 ニハ少シモ損傷ナシ(Fig. 1).

此部 ニ於ケル變性纎維 ノ状態ヲ見ルニ,視 丘下部ノ變性纎維ハ上記斷面 ノ者ト同樣ニ一部ハ内方ニ走 リ

テ黒質内ニ入リ,他 ノ一部分ハForel氏 交叉ヲ經テ他側ニ移行 シ,猶 ホ他 ノ一部分ハ背方ニ走ル.黒 質ノ變

性纎維モ上記1ト 同樣ニ主 トシテ背外方ニ散在シテ比較的少數ナリ.内 膝状體ニ於テハ其内側 ニアル切創

ノ兩側ニ無數ノ微細ナル變性纎維散在シ,内 方ハ外方ヨリモ其數稍々少シ.視 丘ニ於テハ枕及ビ其腹方ニ

同 ジク微細ナル少數ノ變性纎維散在セ リ.損 傷部ヨリ出ル變性纎維ノ一部分ハRadiatio opticaニ 沿 フテ背

方ニ走ル.此 部ニ於テモ非術側 ノ視丘下部及ビLuys氏 體 ニ多數ノ變性纎維アリ.

此部分 ヨリ僅ニロ方ニテ損傷部ノロ端ニ至 レバ上記視丘ノ變性纎維ハ前同樣ニシテ,外 膝状體ニモ少數

ノ變性纎維アリ.視 丘下部ヨリ乳嘴體上部連合ヲ經テ非術側ニ走 レル少數ノ變性纎維ア リ.非 術側ノLuys

氏體 ノ變性纎維ハ稍々減少セリ.

3)次 ニ猶ホ少 シクロ方ニテLuys氏 體 ノロ尾兩端間ノ中央ヨリ少シクロ方ニテ黒質 ノ存在セザル部分

ノ高サニ至 レバ損傷ハ消失シ, Luys氏 體 ニハ大小無數ノ變性纎維アリ.其 腹方ノ腦脚足内ニモ多數ノ變性

纎維 ヲ證明ス(Fig. 2).視 丘下部ニモ變性纎維多クシテ,其 一部分ハ視丘ノ腹髓板(Lamina medullaris

 ventralis)ニ 沿 フテ内方ニ走 リ中心灰白質(Substantia gricea centralis)ノ部 ヲ通 リテ他側ニ行キ,他 ノ一

部分ハ更 ニ其腹方ヲ内方ニ向ヒ下行穹窿柱 ノ部 ニ達ス.猶 ホ他 ノ一部分ハ内髓板ニ沿フテ背方ニ走ル.外

膝状體内 ノ變性纎維ハ此部ニテハ非常ニ減少セリ.視 丘ニテハ其腹核(Va)ニ 少數ノ散在セル微細ナル變性

纎維アリテ,其 内背方ナルCm核 ノ部ニモ少數ノ微細ナルモノアリ.更 ニVa核 ノ背方ニアルLa, Lb兩 核

ニモ少數散在セリ.之 等 ノ視丘内ノ變性纎維ハ上記2ノ 視丘内側ノ變性纎維及ビ外膝状體 ノ内側 ニアル切

創ニ起因セルモノノ如シ.此 部分 ニテハ非術側 ノLuys氏 體 内ノ變性纎維ハ大ニ減少セ リ.
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4)視 丘 ノロ端ニテ視路ノ尾端 ノ斷面ニ至レバ視丘ノ變性纎維ハ大ニ其數ヲ減ジ,視 丘下部及ビLuys氏

體 ノロ端部ノ變性纎維ハ其腹方ニアル腦脚足 ヲ線状ニ貫通 シテ腹方ニ現レ,其 一部分ハ内方ニ走 リテ視路

ノ内側ニ密集シ,他 ノ一部分ハ視路 ノ背面ヲ外方ニ走ル.非 術側 ノLuys氏 體 ニハ殆 ド變性纎維ナシ.

5)更 ニ少 シク ロ方,視 丘ノ最ロ端ニテ淡蒼球ノ尾端ノ高サニ至 レバ視丘ノ變性纎維ハ著シク減少 シ,腦

脚足ノロ端ノ部ニハ變性纎維ナク,其 内方ニ少數ノ散在セル變性纎維アリ.視 路ノ内方ニハ密集セル無數

ノ變性纎維アリ,此 者ハ上記4ニ 於テ述ベタル腦脚足ヲ貫ケル纎維ガ腹ロ方ニ來 レルモノナリ.此 密集セ

ル變性纎維ハ視路 ノ背面ニ沿フテ外方ニ走 リ視路 ト腦脚足 トノ間ニ現 レ大體二部ニ分 レ,一 部分ハ外方ナ

ル淡蒼球ノ尾端ニ散在 シ,其 中少數 ノ者ハ淡蒼球ヲ貫キテ其外方ニアル被殼中ニ入ル.他 ノ一部分ハ淡蒼

球 ノ内方ヨリ背方ニ轉 ジテ内嚢ニ入 リ,更 ニ其一部分ハ背方ニアル尾状核尾部ニ入 リ,他 ノ者ハ外方ニ走

リテ放線状冠ノ部ニ分布セリ(Fig. 3),非 術側ニ於テハ視路 ノ内方ニ多數ノ密集セル變性纎維アリ,其 他

視路 ノ背面ニモ少數 ノ變性纎維アリ.此 非術側ニアル變性纎維ハ後述 ノGudden氏 交叉 ヲ經テ術側ヨリ來

レルモノナ リ.猶 ホ淡蒼球及ビ被殼ニモ極 メテ少數ノ微細ナル顆粒アレドモ果 シテ變性纎維ナルヤ人工的

沈澱ナルヤヲ決定 シ難シ.

6)視 路 ノロ端ノ斷面ニ至 レバ淡蒼球及ビ被殼 ノ變性纎維ハ少シク増加シ,尾 状核ニモ亦極メテ少數ノ

微細ナル變性纎維アリ. Gudden氏 交叉部ニバ無數ノ變性纎維ア リテ術側ヨリ非術側ニ移行スルヲ見ル.其

大部分ハ尾方ニ至ルニ從テ漸次視路 ニ進入シ,一小部分ハ視路 ノ背面ヲ外方ニ走ル.此Gudden氏 交叉部ニ

來 レル變性纎維ハ前記内膝状體ノ損傷ニ起因スルモノニシテ,非 術側ノ淡蒼球及ビ被殼ニ移行スル像ヲ明

カニ見出スヲ得ズ.

7)術 側 ノ淡蒼球内ノ變性纎維 ノ状態ヲ見ルニ上記視路 ノ内方ニ密集セシ變性纎維ハロ方ニ至ルニ從テ

外背方ニ移行シ,視 路 ト腦脚足 トノ間,即 チ「レンス」核蹄係 ノ部ヲ帶状ニ排列シテ外ロ方ニ走 リ淡蒼球ノ

尾端ニ進入ス,爲 ニ淡蒼球内ニハ大小無數ノ變性纎維混在 シ,其 太 キモノハ少 シクロ方ニ至 レバ一部分ハ

背方ナル内嚢ニ入 リ,他 ノ一部分ハ被殼内ヲ外背方ニ向テ走 レル纎維束中ニ入 リテ外嚢ノ背部ニ走 ル.此

爲ニ淡蒼球内ノ變性纎維ハロ方ニ至 レバ次第ニ微細 トナ リ其ロ尾兩端間ノ中央部ヨリロ方ニテハ變性纎維

ハ僅微ニシテ,ロ 尾兩端間ノ中央部ニハ其數最モ多 ク,夫 レヨリロ方ニ至ルニ從テ次第ニ減少シ,淡 蒼球ノ

ロ端ニテハ變性纎維ヲ證明セズ.

8)被 殼内 ノ變性纎維ハ上記淡蒼球ノ尾部ニ密集セル大小無數ノ變性纎維中ノ太キ者ハ被殼内ヲ走レル

纎維束中ニ入 リ背外方ニ走 リテ外嚢 ニ移行ス.此 者ハ唯被殼 ノ背方 ノミニ證明セラル.之 ニ反シテ微細ナル

者ハ被殼内ニ散在セリ,此 者ハ「レンス」核蹄係ヲ經テ淡蒼球内ニ入 リシ纎維 ノ一部分ガ淡蒼球ヲ通過 シテ

來 レルモノニシテ,ロ 方ニ至 ルニ從テ次第ニ減少シ被殼 ノロ端部ニテハ極メテ少數 トナリ遂 ニ消失セリ.

9)尾 状核内ノ變性顆粒ハ其内腹方及ビ内嚢ニ接スル部ニ多クシテ其他ノ部分ニテハ比較的少數ナ リ.

一般ニ尾端ニ多クシテロ方ニ至ルニ從テ減少 シ,被 殼及ビ淡蒼球 ト同樣ニロ端ニテハ殆 ド證明シ得ズ.此

變性顆粒ハ淡蒼球 ノ尾端 ノ部ニアル變性纎維ノ一部分ガ内嚢ヲ背方ニ貫キテ尾状核内ニ入 レルガ如クナ レ

ドモ該核内ノ變性顆粒ハ極 メテ微細且少數ニシテ果シテ變性纎維ナルヤ否ヤヲ決定シ難シ.

10)非 術側ニ於テハGudden氏 交叉部 ニ術側ヨリ來 レル無數ノ稍々太キ變性纎維アリテ外尾方ニ向ヒ視

路 ノ内部ニ進入 シ,其 一小部分ハ視路ノ背面ヲ外方ニ走 リテ淡蒼球内ニ分布スルガ如 シ.被 殼及ビ尾状核
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内ニ於テモ亦僅少ノ微細ナル變性顆粒アリ.之 等諸核内ニアル顆粒モ亦變性纎維ナルヤ又ハ人工的産物ナ

ルヤハ斷定シ得ズ.

之 ヲ要 スルニ右側Luys氏 體ハ其ロ尾兩端 ノ中間部及 ビ夫 レヨリ尾方ハ全部破壞 セラレテ消

失 シ,之 ニ接 セル腦脚足部モ亦強ク損傷 セラレ居 レドモ,視 丘及 ビ視丘下部ニハ殆 ド損傷ナク,

黒質ハ全ク損傷ヲ免 レ居 レリ.右 側内膝状體ニテハc核 ハ一部分破壞 セラレa核 及 ビb核 ハ其

内側 ニ於テ背腹 ニ垂直ナル切創アリ.

Luys氏 體 ノ損傷部ヨリ出ル變性纎維ハ同核 ノロ端ノ部ニ於テ腦脚足ヲ貫キテ腹方 ニ現 レ,

少 シクロ方ニ至 レバ視路ノ内背方 ニ密集 シ,猶 ホロ方 ニ至ル ニ從テ視路ノ背面 ニ沿フテ外ロ方

ニ走 リ淡蒼球ノ尾端 ニテ該核内ニ入 リ,大 部分ハ其内ニ分布 シ,他 ノ一部分ハ淡蒼球ヲ通過 シ

テ被殼内ニ分布ス.猶 ホ淡蒼球内ニ入 レル變性纎維 ノ他ノ一部分ハ内嚢ヲ經テ尾状核内ニ分布

スルモノナランカ.

上記視路ノ内背方ニ集 レル變性纎維ノ一部分ハロ方 ニテGudden氏 交叉部ヲ經テ非術側ニ

來 リ尾外方 ニ走 リテ視路内ニ進入 シ,其 一小部分ハ視路 ノ背面ニ來ル.之 等ノ變 性纎維 ハ右側

Luys氏 體 ノ損傷 ニ起因スルモノニアラズシテ内膝状體ノ損傷ニ起因 セルモノト思考ス.

非術側ノ淡蒼球,被 殼及 ビ尾状核内ニハ少數 ノ微細ナル黒色顆粒ア レドモ,此 者ハ變性纎維

トイフヨリハ寧 ロ人工的沈澱 ト見做スガ至當ナ ラン.

第2節　 實 驗 第2

前 實驗 ニ於 テLuys氏 體 ヨ リ出ル纎維 ガ淡蒼 球及 ビ被殼 ニ分布 スルコ トヲMarchi氏 法 ニヨ

リテ證 明 セ リ.今 更 ニNissl氏 法 ニヨ リテ此纎維 ヲ確定 センガ爲 ニ以下述 ブル ガ如 ク淡蒼球,

被殼 及 ビ尾状核 ヲ各別 ニ破壞 シテLuys氏 體 ノ細胞 ノ變性 ノ有 無 ヲ檢 セ リ.試 驗動物 ハ家兎 ヲ

用 ヒ,術 式及 ビ其 他ノ方法 ハ前 ニ余 ガ"Uber die korrelativen Beziehungen zwischen dem

 Nucleus caudatus, dem Putamen und dem Globus pallidus zueinander"ナ ル論文 ノ條

下 ニ記載 セルモノ ト同樣 ナル ヲ以 テ茲 ニ之 ヲ略 ス.各 動物 ハ術 後14日 ニ シテ生體固 定 ヲ行 ヒ

前額斷 ノ切片 ヲ作 レリ.

第1項　 第1例(尾 状核 ノ破壞)

損傷部:透 明中隔 ノ中央1/3ノ高サニ於テ右側尾状核頭部ハ其背端 ト腹端 トノ中間部ニ於テ背内方ヨリ腹

外方ニ向テ帶状ニ強ク破壞セラル.同 時ニ胼胝體モ亦少シク損傷ヲ被 レドモ内嚢ニハ殆 ド損傷ナシ(圖 ヲ

略ス).

Luys氏 體 ノ細胞 ノ状態ヲ見ルニ其數ニ於テハ左右著シキ差違ナケレドモ術側ニテハ少數ノ細胞ハ少シク

縮小 シ且同時ニ輕度ノChromatolyseヲ 起 シ,又 或ル細胞ハ少 シク膨大セリ.然 レドモ其變化ハ一般ニ極 メ

テ輕微 ニシテ確カニ病的 ノモノト斷ズルヲ得ズ.非 術側ニハ變性細胞ト思ハルルモノヲ證明セズ.
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第2項　 第2例(被 殼 ノ破壞)

損傷部:「 アンモンス」角ノロ端及ビ夫 レヨリ少シク尾方ノ斷面ニ於テ右側被殼 ノ中央部及ビ腹方部ハ強

ク破壞セラレ,同 時ニ被殼 ノ背腹兩端ノ中間部ニ接スル内嚢ノ部ハ僅ニ損傷ヲ被レリ(Fig. 4).

Luys氏 體 ノ細胞ヲ仔細ニ檢スルニ術側ニ於テハ少數 ノ細胞ハ上記第1例 ノ場合ヨリモ高度 ノ變性ヲ起

シ,細 胞ハ著シク膨大シテ球形ヲ呈シ, Nissl氏 顆粒ハ消失若クハ減少シ,核 ト原形質 トノ境界ハ不分明 ト

ナ リ,又 ハ核ノ全ク消失セルモノアリ(Fig. 5).變 性細胞ハLuys氏 體 ノロ端ニハ殆 ド存在セズシテ其他

ノ部分 ニ散在セリ.非 術側ニ於テハ術側ノ如キ變性細胞ハ殆 ド證明シ得ズ.

Luys氏 體 ノ内方ニアルWinkler, Potter兩 氏 ノ所謂Nucleus proprius pes pedunculauis cerebriノ 細胞

ハ少シク其數ヲ減ジChromatolyseヲ 起 シテ淡染シ又ハ著シク膨大シテ球形 ヲ呈シ空泡状 ヲナシテ明カニ

變性セリ.之 等ノ變性細胞ハ術側ノミナラズ非術側ニ於テモ證明セラルレドモ非術側ハ術側ヨリモ輕度ナ

リ.此 核ニ於ケル變性ハ第1例 及ビ後述第3例 ニモ證明セラル.

第3項　 第3例(淡 蒼球破壞)

損傷部:視 路ノロ端ノ斷面ニ於テ淡蒼球ノロ方 ト尾方 トノ中間部ハ其中央部ニ於テ外方被殼ニ接スル部

ヲ除キテ同核 ノ大半部ハ強ク破壞セラレ,同 時ニ淡蒼球ノ腹方ニ切創アルヲ見ル(Fig. 6).此 部分ヨリ少

シクロ方ニテ淡蒼球 ノロ端ノ斷面ニテハ尾状核 ノ腹内端ニ接スル内嚢 ノ部ハ少 シク損傷 ヲ被 レリ.

術側Luys氏 體及ビN. Prop. pes pedunc. cerebriノ 變性ハ上述第2例 ト略ボ同樣ナルヲ以テ之ヲ略ス.

第4章　 総 括

上記兩實驗ノ結果ヲ綜合考察スルニ, Luys氏 體ノ破壞ニヨリ同側 ノ淡蒼球及 ビ被殼ニハ多數

ノ變性纎維アリ(實驗第1).一 方淡蒼球及 ビ被殼ノ破壞ニヨリ同側ノLuys氏 體ノ細胞ハ少數

ナガラ確實 ニNissl氏 變性 ヲ起 セリ(實驗第2第3例 及 ビ第2例).故 ニMonakow, Sachs及 ビ

Dejerine氏 等ノ説ノ如クLuys氏 體 ノ神經節細胞ヨリ出ル纎維 ハ同側 ノ淡蒼球及 ビ被殼ニ分布

スルモノナルコトハ確實ナリ.而 シテ其纎維 ノ走向ハ前述 ノ如クLuys氏 體 ヲ出テ少 シクロ方

ニ向 ヒ腦脚足ヲ腹 方ニ貫通 シテ視路ノ尾端 ニ於テ其内背方 ニ現 レ,其 所 ヨリ視路 ノ背面ニ沿 フ

テロ外方ニ走 リ(即 チ「レンス」核蹄 ヲ經テ),淡 蒼球ノ尾端 ニ於テ同核中ニ入 リ一部分ハ同核内

ニ終止シ,他 ノ一部分ハ淡蒼球ヲ通過 シテ外方ナル被殼内ニ入ルモノナ リ.

前ニ余ガ報告セルガ如ク淡蒼球及 ビ被殼ヨリLuys氏 體ニ至ル纎維 ハ「レンス」核蹄係中ヲ尾

内方ニ走 リ腦脚足ヲ背方ニ向テ貫通シテLuys氏 體ニ入ルモノナ リ.今 實驗第1ニ 於テ證明 セ

ルガ如ク, Luys氏 體 ヨリ「レンス」核 ニ至ル纎維ハ上述 ノ如ク後者 ヨリ前者ニ至ル纎維 ト同一

ノ經路 ヲ取 レルモノニシテ唯其方向相反 セルノミ.

Luys氏 體 ト尾状核 トノ關係ヲ考フルニ實驗第1ニ テハ 尾状核 ニ微細ナル極少數ノ變性纎維

ト思ハルルモノアリ.實 驗第2ノ 第1例 ニテハLuys氏 體 ニ輕度 ノ變性ヲ起セル極少數 ノ細胞
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ア リ.故 ニLuys氏 體 ヨ リ尾状核 ニ 至ル纎 維 ハ存在 スル ガ如 ク思 ハル レドモ今俄 カ ニ斷定 スル

ヲ得 ズ.

Luys氏 體 ノ損傷 部 ヨ リ出 ル變性纎維 ノ一部分 ハForel氏 交 叉 ヲ經 テ反對側 ノ視丘下 部ニ出

デ,次 ニLuys氏 體 中 ニ入 リ,又 他 ノ一小部分 ハ乳嘴體 上部連合 ヲ經 テ反對側 ノLuys氏 體 ニ

至 ル コ トハ上記實驗第1ノ 成 績 ニヨ リ明カナ リ.故 ニ兩側 ノLuys氏 體 ハDejerine氏 ノ説 ノ

如 ク主 トシテForel氏 交叉 ニヨ リテ連結 セラル レ ドモ 一小部分ハObersteiner,兒 玉 兩氏 ノ

説 ノ如 ク乳嘴體上部連 合 ニヨ リテ連結 セラルルモノ ト思 考 ス. Gudden氏 交 叉部 ニアル變性纎

維 ハ前 ニ述 ベタル ガ如 ク内膝状體 ヨ リ來 ル者 ニ シテ,該 交叉 ヲ經 テ反對側 ノLuys氏 體 ニ至ル

纎 維 ヲ證明 シ得 ズ.即 チMonakow氏 ト同樣 ニLuys氏 體 トGudden氏 交 叉及 ビMeynert氏

交叉 トノ間 ニハ何等 ノ關係 ナ キガ如 シ.

一 側 ノLuys氏 體 ヨリ他側 ノ淡蒼 球
,被 殼 及 ビ尾状核 ニ至 ル纎維 ヲ確實 ニ證明 スル能 ハズ.

擱筆ニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜ハ リタル恩師上坂教授 ニ深甚 ノ謝意ヲ表ス.
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Erklarung der Abbildungen.

Fig. 1. Lasionsstelle des rechten Corpus Luysi, und Schnittwunde an der inneren Seite des rechten 

Corpus geniculatum mediale, Degenerierte Fasern in der Forelschen kreuzung, Versuch I.

Fig. 2. Degenerierte Fasern in dem Hirnschenkelfusse, der Regio subthalamica, dem Corpus geni

c ulatum laterale und dem Thalamus auf der operierten Seite, sowie diejenigen im Corpus 

Luysi der entgegengesetzten Seite. Versuch I.

Fig. 3. Schnitt im Niveau des kaudalen Endes des Globus pallidus. Degenerierte Fasern an der 

dorsalen Seite des Tractus opticus, in der Linsenkernschlinge, dem Globus pallidus und dem 

Putamen. Operationsseite. Versuch I.

Fig. 4. Verletzungsherd des rechten Putamens. Versuch II. Fall 2.

Fig. 5. Degenerierte Zellen im rechten Corpus Luysi infolge der Verletzung des rechten Putamens. 

Versuch II. Fall 2.

Fig. 6. Verletzungsherd des rechten Globus pallidus in seinem dorsolateralen Teil. Versuch II. 

Fall 3.

Verzeichnis der Abkurzungen.

Aq.=Aqaeductus cerebri

a.=a-Kern des Corpus gen. med.

b.=b-Kern des Corpus gen. med

C. ext.=Capsula externa.

C. int.=Capsula interna.

C. fd.=Columna fornicis desc.

C. gm.=Corpus geniculatum med.

C. Luy.=Corpus Luysi.

C. Mm.=Corpus mamillaris med.

Cm.=Centre median.

C. po.=Commissura post.

C. R.=Corona radiata.

D. F.=Degenerierte Fasern.

D. Z.=Degenerierte Zellen.

Fim.=Fimbria.

Gp.=Globus pallidus.

Ha.=Habenula.

La.=Lateralkern a des Thalamus.

Lb.=Lateralkern b des Thalamus.

M.=Medialkern des Thalamus.

N. C.=Nucleus caudatus.

N. Ba=Nucleus habenularis.

Put.=Putamen.

S. N.=Substantia nigra,

T. op.=Tractus opticus.

Va.=Ventralkern a des Thalamus.

Vc.=Ventralkern c des Thalamus.

V. d A.=Vicq d' Azyrsches Bundel.

Vl.=Ventriculus lateralis.

Z. inc.=Zona incerta.
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Kurze Inhaltsangabe.

Uber die Verbindung des Corpus Luysi mit dem Globus 

pallidus und dem Corpus striatum, sowie uber die
 Kommissurenfasern zwischen beiderseitigen 

Corpora Luysi.

Von

Dr. Saburo Inui.

Aus dem anatomischen Institut der Universitat zu Okayama, 

(Vorstand: Prof. K. Kosaka).
Eingegangen am 1. Mai 1928.

Die aus dem Corpus Luysi entspringend nach dem Globus pallidus und dem Corpus striatum 

ziehenden Fasern sind von einigen Autoren schon angegeben werden, aber es gibt keine Arbeit, welche 

diese Tatsache auf Grund der Nisslschen Methode bestatigt. Dazu kommt noch, dass die Frage offen 

bleibt, auf welchem Wege sich die betreffenden Fasern nach dem Linsenkern und dem Nucleus 

caudatus begeben. Dasselbe gibt auch fur die Frage, auf welche Weise die beiderseitigen Corpora 

Luysi verbunden sind. Einige Autoren balten die Forelsche Kreuzung fur diese Verbindungsbahn, 

andere die Ansicht vertreten, dass die Commissura supramamillaris daran beteiligt ist Nach einer 

dritten Ansicht findet die betreffende Verbindung via Commissura Meynerti statt. Um diese Frage 

zu entscheiden, habe ich einige Versuche an Kaninchen angestellt.

Die aus der Lasionsstelle des Corpus Luysi entstammenden degenerierten Fasern schlagen zwei 

verschiedene Richtungen ein; eine Anzahl von ihnen zieht nach kranialwarts und passiert durch den 

Hirnschenkelfuss, um dann in der Linsenkernschlinge weiter kranio-lateralwarts schreitend sich schliess

lich im Globus pallidus und im Putamen zu zersplittern, wahrend die ubrigen Fasern zum grossten 

Teile medio-kaudalwarts in die Forelsche Kreuzung, zum kleinen Teile aber in die Commissura 

supramamillaris eintreten, um im Corpus Luysi der entgegengesetzten Seite zu endigen.

Nach Zerstorung des Globus pallidus oder des Putamens sieht man einige degenerierte Zellen im 

Corpus Luysi auf der operierten Seite, indem sie leicht aufgeblaht sind und manchmal keine Kerne 

nachweisen lassen.

Daraus kann man schliessen, dass die aus dem Corpus Luysi entspringenden 

Fasern sich in die Linsenkernschlinge mischen, nachdem sie den Hirnschenkelfuss 

durchbohrt haben, und schliesslich im Globus palldus und Putamen endigen. Dagegen 

kann ich nicht sicher Fasern ermitteln, welche aus dem Corpus Luysi entspringend 

nach dem Nucleus caudatus ziehen. Die beiderseitigen Corpora Luysi verbinden sich 

hauptsachlich durch die Forelsche Kreuzung, zum kleinen Teile aber auch durch die 

Commissura supramamillaris. (Autoreferat.)
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Fig. 1. Fig. 2.

Fig. 3. Fig. 4.

Fig. 5. Fig. 6.


